






近年胎児超音波検査の普及に伴い,出生前に腎尿路系の異常が診断される症例が増加して

きている。高度の閉塞性水腎症の場合には腎瘻などを造設して水腎症の進行や腎機能の低

下を防ぐように努めるが,胎児期および出生直後に診断された尿路閉塞による水腎症では,

このような治療により,あるいは自然経過により改善が認められる症例も比較的多くみら

れた。 


